
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

と
し
て
医
療
体
制
整
備
や

特
効
業
開
発
が
話
題
に
な

っ
て
い
る
が
、
日
本
の
コ
ロ
ナ
対
策
の

最
大
の
貢
献
者
は

「水
道
」
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
手
洗
い
・
う
が
い
が

重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
豊
富
か
つ
水
質
も
安
全
な
水
道
水

を
安
い
料
金
で
享
受
で
き
る
日
本
は
恵

ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
例
え
ば
、
パ

リ
市
で
は
道
路
掃
除
や
公
園
の
噴
水
な

ど
に
使
わ
れ
る
雑
用
水
道
か
ら
、
微
量

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ

た
が
、
日
本
で
は
今
の
と
こ
ろ
そ
う
し

た
例
は
出
て
い
な
い
。

明
治
蹄

（１
８
８
７
）
年
に
横
浜
で

近
代
水
道
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
日
本

国
民
の
公
衆
衛
生
を
守
り
続
け
て
き
た

水
道
は
い
ま
、
料
金
収
入
の
減
少
、
水

道
施
設
の
老
朽
化
、
水
道
人
材
の
不
足

に
直
面
し
、
そ
の
対
策
に
は
毎
年
約
２

兆
円
の
更
新
費
用
が
必
要
で
あ
る
。

筆
者
は
、
本
誌
５
月
５

ｏ
ｌ２
日
合
併

号
で
、
自
治
体
で
相
次
ぐ

「水
道
料
金

値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
」
の
実
態
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
値
上
げ
は
水
道
維
持
の
た

め
に
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
水
道
料
金
の

全
額
免
除
や
水
道
料
金
の
減
免
制
度
を

打
ち
出
す
自
治
体
が
増
加
し
て
い
る
と

い
う
、
全
く
逆
の
動
き
も
見
ら
れ
始
め

た
。
表
に
２
０
２
０
年
５
月
１１
日
ま
で

=Eナ欄
で水道料金「滅免」0波

安全なホ質0維持に黄信号
日本の水道は毎年約2兆円という更新費用の確
保が困難になつているにもかかわらず、料金の

減免の動きが出てもヽる。

吉村 和就 げ□→ψレウォータ・ジ"レ厳)

に
公
表
さ
れ
た
例
を
示
す
。

こ
う
し
た
減
免
制
度
が
浮
上
し
た
背

景
に
は
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
売
り
上

げ
を
大
き
く
減
ら
す
事
業
者
が
多
い
な

か
、
水
道
料
金
を
安
く
す
る
こ
と
で
、

少
し
で
も
事
業
者
の
負
担
を
減
ら
そ
う

と
い
う
狙
い
が
あ
る
。

だ
が
、
水
道
料
金
は
、
す
で
に
イ
ン

フ
ラ
維
持
が
不
安
視
さ
れ
る
ほ
ど
低
く

抑
え
ら
れ
て
い
る
。
減
免
が
広
が
れ
ば
、

現
在
で
も
大
き
く
不
足
す
る
原
資
が
さ

ら
に
先
細
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。

コ
ロ
ナ
機
の
拡
大
を
食
い
止
め
て
い

る
水
道
を
劣
化
さ
せ
て
は
、
本
末
転
倒

で
あ
る
。
国
民
の
命
を
守
る
水
道
を
崩

壊
さ
せ
る

「減
免
」
の
動
き

は
、
国
を
危
機
に
陥
れ
る
ウ

イ
ル
ス
の
よ
う
だ
。

２
０
０
億
円
減
収

水
道
料
金
の
算
定
方
法

は
、
総
括
原
価
方
式
で
あ
り
、

「原
価

（人
件
費
、
動
力
費
、

修
繕
費
、
減
価
償
却
等
）
＋

支
払
利
息
＋
資
産
維
持
費
＋

そ
の
他
費
用
」
を
水
道
料
金

収
入
で
賄
う
独
立
採
算
性
が

基
本
で
あ
り
、
，本
遭
料
金
は

議
会
の
議
決
を
経
て
条
湾
で

定
め
る
。

‐‐
　
　
　
全
国
約
１
４
０
０
水
道
事

業
体
の
５２
％
は
原
価
割
れ

（給
水
販
売

価
格
が
製
造
原
価
よ
り
低
い
、
厚
生
労

働
省

「水
道
ビ
ジ
ョ
ン
し

つ
ま
り
赤
字

体
質
で
あ
り
、
多
く
の
自
治
体
で
は

一

般
財
源

（税
金
）
よ
り
補
填
し
、
公
営

企
業
会
計
上
で
は
黒
字
に
見
せ
か
け
て

い
る
。
全
国
の
水
道
料
金
収
入

⌒２
兆

５
０
０
０
億
円
、
１０
年
度
）
は
、
人
口

減
少
、
用
水
型
産
業
の
海
外
移
転
、
大

ロ
ユ
ー
ザ
ー

（シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

や
大
病
院
、
大
学
な
ど
）
の
地
下
水
利

用
な
ど
に
よ
り
、
過
去
１０
年
間
で
２
０

０
０
億
円
の
減
収
で
あ
り
、
毎
年
２
０

０
億
円
ず
つ
収
入
が
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、漏
水
事
故

（年
間
約
２
万
件
）
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全国の自治体で水道料金減免の動きが広がつている

①水道料金を全額免除

鑢続:瑾璽驚霧軸豪種曇響轟~~IHi票
難諄撒 厳霧鯖欝`

職態ヽ汚

北海道根室市 i重轟M、 蠣 攀 讃
aの水道および下水道料金

|一般家庭の水道料金全観を4カ月分免除する1対象世帯

1鵠撃     ず円を見込んでいる:事業
:一般家庭・市内在住の個人事業者は6カ月間 (5月から10

報 書ヽ申 1月請求分まで)水道料金全額を免除、それ以外の事業者は

i基本料金のみ免除

線 1ヽ櫛

鰤 |||

櫛

奈良県生駒市

沖縄県糸溝市

糠

鋼 ll動

水道基本料金を金額滅免、全契約者 (織求人口48万
7004人)、 7月織針分か弘 力月闘

水道基本料金のみ6カ月間50%減免

球
２

・
５５
周
に
相
当
）
に
達
し
、
そ
の

更
新
率
は
Ｏ

ｏ
７６
％
で
あ
り
、
す
べ
て

の
老
朽
管
を
更
新
す
る
た
め
に
は
約
１

３
０
年
か
か
る
と
い
う
試
算
も
出
て
い

る
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
全
国
の
水
道

施
設
の
予
防
保
全
を
す
る
場
合
、
１９
年

度
か
ら
”
年
度
の
”
年
間
で
、
年
度
平

均
約
１
兆
９
０
０
０
億
円
の
更
新
費
が

必
要
と
推
計
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
水

道
事
業
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
に

は
、
国
費
で
の
支
援
と
水
道
料
金
の
値

上
げ
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

フ０
。「

不
純
な
動
機
」
も

水
道
料
金
の
減
免
の
動
き
に
は
、ク不

純
な
動
機
を
も
透
け
て
見
え
る
。
１
１

０
を
超
え
る
自
治
体
の
長
か
ら
、
次
の

選
挙
対
策
と
し
て
の

ク人
気
取
り
″
と

も
思
わ
れ
る
水
道
料
金

・
全
額
免
除
と

か
基
本
料
金
の
減
免
が
大
き
く
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
同
様
の
公
益
事

業
で
あ
る
電
気
・
ガ
ス
・
通
信
・放
送
・

公
共
交
通
な
ど
の
料
金
免
除
、
減
免
な

ど
は
今
の
と
こ
ろ
聞
か
れ
な
い
ｃ

首
長
と
し
て
鶴
の
一
声
で
実
施
で
き

る
安
易
な
水
道
料
金
減
免
を
蔓
延
さ
せ

る
こ
と
は
水
道
の
維
持
に
つ
な
が
ら
な

い
。
仮
に
減
免
す
る
に
し
て
も
、
国
費

で
の
支
援
の
裏
打
ち
が
な
さ
れ
て
か
ら

す
べ
き
で
あ
る
。

３

1愛
知彙爾谷市

1羹響り
の難

賛

を
1カ甲 ず

減飢 雛 帯毒

:       水道・下水道rJO基本料金を4カ月間全額減免、全契約者
:兵庫県伊丹市 11詢 9万2000件 )、 減収見込みは水道料金約2憶4000
i      :万 円、下水道使用料約2億30100万円

埼玉県志本市

全稿用者〈市内鋤2万件)04t露分の水道基本轟金を7
難減免す札 減収額幅豫鐵鮨曜Ю万円の見込み

水道料金・下水道使用料の3カ月分 (7～9月検針分)の基
本料金をすべて減免する。減収額は約80m円を見込む

水道・下水道の基本料金を6カ露聞金額減免、金契約者
(約25万件 )

2カ月分の水道基本料金を減免する、対象は全市民・事業
者約5万2000件、減収見込みは約1億3000万円で、自前
の小水力発電事業から補填

全Fll用者約3万501003を対象国け虜分の水道基本書全
の304滅免

全市民・事業者を対象に水道基本料金を50%減免する。
滅免期間は4～6月使用分の3カ月間、減収は1億5700万
円の見込み

市内全世帯の4～7月までの4カ月籍の水道基本料金を全
額減免

一般家庭・事業者など全利用者 (約6900件 )を対象に6カ
用分の水道基本料金を金額減免

パ ¥難 最ξ 殿 湯 朧 認

に含めない水道)の水質検査を行った結

果、4カ所で微量の新型コロナウイルス

が検出されたと発表した。ウイルスが

流入した経路は、感染者の排せつ物が

下水としてり]1に流れ、その後に取水し

たとみられている。
バリ市の雑用水はセーヌ川やウルク

運河を水源とし、水道水中に混じった

さまざまな異物は沈殿処理されるもの

の、殺菌はされていない。

市当局は、離 用水は飲料水と|ま完全

に分離されたBljの配管網で供給されて

いるので、問題はない」としている。た

だし、道路散水で空気中に広がる恐れ

があることから当面雑用水の使用を見

送ることを決めている。現在すべての

市内の公園は閉鎖されている。

フランスの科学者は、感染が拡大す

るパリ市の生下水を1カ月以上、水質検

査 し、微量コロナウイルスの消長を分

析・データイヒじ早期警戒システムの開発

に乗り出した。パリ市水道局のウイル

ス研究者セバスチアン・ワルター氏はこ

のシステムにより隠れた感染者数の把

握や、数 波の感染拡大の予兆が得られ

るとしている。東京都も5月 13日 から

下水の調査研究を始めた。 (吉村和就 )

の
主
因
と
な
っ
て
い
る
老
朽
管

（耐
用

年
数
４０
年
超
）
の
割
合
は
全
国
総
延
長

６８
万
キ
ロの
１５
％
、
‐０
万
２
０
０
０

ロ
キ
（地

処理済みの下水を採取する郡 卜水道局σ

②基本料金のみ減免の自治体

轟訴1妻者:ア立
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